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2020年度事業報告 

１． 概況 

2020 年度は財団発足 2 年目に入り、財団としてのインフラ整備や寄付金募集活動の本格

化、寄付金先の選定等の活動を開始しました。しかしながら、2 月からの新型コロナウィルスの

蔓延により 4月 7日から 5月 6日まで第 1回目の緊急事態宣言が出されるなど、日本全国の

経済・社会活動が大きな制約を受けることになりました。 

これにより、財団活動も 7 月までは自粛せざるを得なくなりましたが、7 月 18 日の第２回役

員・事務局合同会議での佐渡理事長の会員の皆様への力強い支援要請メッセージを契機に

活動を再開。年末までに寄付金を呼びかける一方、寄付金支援先も 3 団体を決定し、少しず

つではありますが、財団の活動を広げて行きました。 

また、財団の活動について、メルマガを発刊して、皆様にお伝えするように致しました。 

 

２．寄付金額 

実質的に今夏より募集を開始しました寄付金については、当初目標額 250 万円に対し、2

法人、21 名の個人の方から 4,434,751 円の寄付金を頂き、目標を大きく超えることが出来まし

た（目標達成率 177％）。中には 100万円を超える大口の寄付を預託された方も 3名もおられ

ました。 

また、お米 20Kgの現物支援も頂きました。  

 

３．寄付金先の決定と寄付金額 

寄付金支援先も事前に事務局メンバーを中心に、ネットでのリサーチや各種ヒアリングや訪

問等を行ない、7月に第 1号としてNPO法人「かつしか子ども食堂・居場所づくりネットワーク」

の「夏休みお弁当プロジェクト協賛」への支援を決定しました。 

その後、NPO 法人「レインボーリボン」による「はらぺこレスキュープロジェクト」、NPO 法人

「パルシックみんかふぇ」による「冬休み年越しフードパントリ―」等への支援を決定しました。こ

れにより、学校が夏休みや冬休みで食事に困窮している子どもたちへのお弁当支援やフード

パントリ―などの食糧支援を行う事が出来ました。 

この結果、本年度の支援先は 3団体、総額 675,000円の寄付を行いました。 
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４．財団としてのインフラ整備と広報活動 

 （１）財団の活動ツールとして、HP(ホームベージ)の開設、パンフレットの作成、名刺の作成

等ベースとなるインフラの整備を行いました。 

 （２）活動状況を皆様におつたえするために、メルマガを 8 月より創刊しました。隔月発刊を

行い、年末までに第 3号まで発刊しました。 
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